1851年の英国資本主義  －ひとつの断面図：「資本制社会本格化段階」との関連－ by 一ノ瀬 篤








第１節　就業者総数に占める賃労働者の割合    
　①総人口と就業者総数　②農業　③製造・建築業　④鉱業　⑤小括と補足
第２節　産業部門別就業者数と産業部門別GDP：日本との比較



















































考察に必要な事実資料は，多くを J.H.Clapham, An Economic History 
of Modern Britain, vol.1, 1st ed.,1926, vol.2, 1st ed., 1932［以下，Clapham, 
E.H., vol.1等と略記。本稿では2008年のデジタル版（Cambridge University Press）を使用］
に依拠している（同 vol.3, 1st ed. の刊行は1938年）2）。デジタル版は，図版が幾
つか省略されるなど，原著と多少の相違がある。






      
（出典）B.R.Mitchell, British Historical Statistics, 1988：犬井正監訳『イギリス歴史統計』原書房，
1995年［以下，Mitchell, B.H.S（邦訳）と略記］9頁。
男性 女性 男女計
イングランドとウェールズ 878.1 914.6 1,792.7
スコットランド 137.5 151.3 288.8
合計 1,015.6 1,065.9 2,081.5
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【補論1】リーショー・テイラー（Leigh-Shaw Taylor）による Agrarian Capitalism 






























































































仕立て 10,991 4,239 3,852 2,456 343 80 10 1
製靴 17,665 7,311 6,016 3,644 444 181 38 31
エンジン・機械製造 837 160 152 295 90 72 49 34
建築  3,614 292 417 1,541 701 498 113 52
車輪  2,057 670 982 373 20 11 1 --
革なめし 349 31 41 147 68 39 8 5
ウール布地製造  1,107 131 199 329 156 179 41 82
ウーステッド製造 154 27 14 24 20 26 12 31
絹製造 272 36 30 72 22 37 29 46
製粉  2,394 403 1,147 722 84 23 13 2
醸造 776 120 228 319 67 34 3 5
レース製造 317 58 54 123 28 26 9 19
綿製造  1,670 482 81 174 124 216 172 411
陶器製造 378 68 68 112 31 56 7 36
鍛冶  7,331 2,282 4,035 967 31 15 1 --





・クラパムによる元の表の標題は「Employers and employed in certain trades in England and 
Wales」であるが，この表には被雇用者「数」は，直接には表示されていない。なお，クラパ
ム表には最下欄の「企業数総計」は無い。
（出典）Clapham, E.H., vol.2, p.35.
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者数   
 （200人）
仕立て 10,991 4,239 5,778 14,736 4,974 2,760 745 200
製靴 17,665 7,311 9,024 21,864 6,438 6,245 2,831 6,200
エンジン・機械製造 837 160 228 1,770 1,305 2,484 3,651 6,800
建築 3,614 292 626 9,246 10,165 17,181 8,419 10,400
車輪 2,057 670 1,473 2,238 290 380 75 --
革なめし 349 31 62 882 986 1,346 596 1,000
ウール布地製造 1,107 131 299 1,974 2,262 6,176 3,055 16,400
ウーステッド製造 154 27 21 144 290 897 894 6,200
絹製造 272 36 45 432 319 1,277 2,161 9,200
製粉 2,394 403 1,721 4,332 1,218 794 969 400
醸造 776 120 342 1,914 972 1,173 224 1,000
レース製造 317 58 81 738 406 897 671 3,800
綿製造 1,670 482 122 1,044 1,798 7,452 12,814 82,200
陶器製造 378 68 102 672 450 1,932 522 7,200
鍛冶 7,331 2,282 6,053 5,802 450 518 75 --
企業数総計  49,912  16,310 17,316 11,298 2,229 1,493 506 755
被雇用者総数（D） 366,302 25,977 67,788 32,323 51,512 37,702151,000
総計：（B＋D）人 382,612
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＊第2表では登場している醸造業が，第3表では抜けている。
＊＊クラパムの原著（vol.1, p.24）では合計欄は無い。  　　      
＊＊＊注20参照。
（出典）Clapham, E.H., vol.2, p.24.      
男性 女性 合計＊＊
総人口 10,224 10,736 20,960
10歳以上人口 7,616 8,155 15,771
Aグループ＊
綿業従事者：捺染，染色など全種類を含む 255 272 527
建築職人：大工，煉瓦工，石工，左官，鉛管工，等 442 1 443
羊毛業従事者：カーペット織り工など全種類を含む 171 113 284
製靴 243 31 274
仕立て 135 18 153
絹業従事者 53 80 133
鍛冶 112 592 113
レース業従事者 10 54 64
機械，ボイラー製造者 63 647 64
製粉業者 37 562 38
陶業従事者 25 11 36
車輪製造工 30 106 30
革なめし工，なめし革仕上げ工，毛皮商 25 276 25
Aグループ計 2,184
Bグループ
婦人用帽子工，婦人服仕立工，裁縫工（男女とも） 494 340 340
亜麻布，亜麻業従事者 47 56 103
鉄業従事者，鋳鉄業者，鋳型製造人（鉱山，釘，
　金物，刃物，やすり，諸道具，機械を除く） 79 590 80
靴下・下着製造業従事者 35 30 65
パン屋 56 7 63
木びき 35 23 35
船大工，ボート製造工，滑車・マスト製造工 32 28 32
麦わら真田業従事者 4 28 32
手袋製造工 5 25 30
釘製造人 19 10 29
印刷工 22 222 22
Bグループ計 831
その他グループ総計 1,094＊＊＊
第３表－1　従事者数の順で見たブリテンの主要産業：1851年   製造業
 （単位：1,000人，但し下線数値の単位は「１人」）
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農業：農業主，牧畜業主，労働者，召使い 1,563 227 1,790
召使い（農業以外） 134 905 1,039
労働者（業種を特定できない者）  367 9 376
炭鉱夫 216 3 219
洗濯婦 --- 145 145
船乗り（商業用），水先案内人 144 --- 144
車力，荷馬車御者，御者，郵便配達夫，辻馬車御者，
　乗合馬車御者，等 83 1 84
鉄道運転士等，ポーター等，労働者，線路工手 65 54 65
銅・錫・鉛鉱夫 53 7 60
日雇い雑役婦 --- 55 55
商業事務員 44 19 44
漁夫 37 1 38
鉄鉱夫 27 910 28
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第4表　産業部門別就業人口の推移：  グレイト・ブリテン
［単位：万人，（　）内は％］






















































































































































































































































































































1950-54  9       43          







（出典）B.R.Mitchell, International Historical Statistics:Europe 1750-1993, 1998：上掲邦訳，934
頁。
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農産物の現物支給を受けたりしていたという事情にもよっている（Clapham, E.H., vol.1., 













































1920 15,096（56.5） 5,173（19.4） 6,464（24.2） 26,733（100.0）
1930 15,026（50.9） 5,687（19.2） 8,836（29.9） 29,549（100.0）
1940 14,990（46.5） 7,845（24.3） 9,429（29.2） 32,264（100.0）
1950 18,069（50.2） 7,246（20.1） 10,671（29.7） 35,986（100.0）
1960 14,927（33.9） 12,265（27.9） 16,841（38.2） 44,033（100.0）
1970 10,362（19.7） 17,681（33.6） 24,511（46.6） 52,554（100.0）
1980   6,210（11.1） 18,629（33.4） 30,911（55.4） 55,750（100.0）
1990 4,454   （7.3） 20,485（33.4） 36,421（59.4） 61,360（100.0）
2000 3,227   （5.2） 18,518（29.8） 40,485（65.1） 62,230（100.0）
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年 農林水産・鉱業 製造・建築業 年 農林水産・鉱業 製造・建築業
1885 46.0 13.9 1944 20.2 38.1
90 49.5 14.2 50 28.9 28.8
95 44.0 16.8 55 25.0 26.7
1900 41.2 19.5 60 16.5  34.7
05 35.3 18.7 65 12.2 35.1
10 34.9 23.7 70  8.4 38.0
15 32.2 26.6 75  6.9 35.5

















































































































（Clapham, E.H., vol.1, p.511, vol.2, p.340）。株銀は数の上では伸びが停滞的だが，
支店拡充によって個銀を圧倒しようとしていた45）。
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鉄道の場合は1825-41年間に99の鉄道設立法が議会を通過するほど多数










































が欠如していることを慨嘆しているので（Clapham, E.H., vol.2, p.34, p.114），
被雇用者数の動向に並々でない関心があったことは間違いない。
 3）1851 年は，日本ではペリー来航の２年前だった。この年，（19 世紀の英
国で活躍した代表的人物の若干を挙げると）ヴィクトリア女王 32 歳，R. ピー
ル前年死去，B. ディズレーリ 47 歳，W. グラッドストーン 42 歳，C. ダーウィ
ン 42 歳，J.S. ミル 45 歳，K. マルクス 33 歳，C. ディケンズ 39 歳だった。
 4）Mitchell, B.H.S（邦訳）9 頁。
 5）クラパムは，同時代の人々がこの急速な人口増加に気づいたのはかなり
遅く，認識し始めたのは 1830 年代に入ってからだ，と指摘する。また 1830
年頃までの人口増加の主因は，衛生知識や衛生慣行，医療技術・制度の前進
による死亡率の低下（出生率は微増にとどまる）であって，マルサスが主張
するような救貧法ではないと断じている。（Clapham, E.H., vol.1, pp.54-56）。
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 6）Mitchell, B.H.S（邦訳）104 頁。
 7）現代英国（2017 年）の総人口に対する就業者比率は 50.4％（同年の日本
は 51.4％）：総務省統計局『世界の統計』2019 年，21-23，213 頁。




 9）Clapham, E.H., vol.1, p.453.
10）Clapham, E.H., vol.1, p.452.
11）Clapham, E.H., vol.1, p.450.　
12）クラパムも「もし１労働者家族のうち父と子供一人が農業に従事すると
すれば」という婉曲表現で，１家族当たり２人が現場労働，という状況を示
唆している（Clapham, E.H., vol.1, p.453）。
13）この推計は1831年のケースを援用している（Clapham, E.H., vol.1, p.113. ）。
1851 年に至る 20 年間，英国農業は殆ど変わっていない（ibid., vol.1, p.450）。
14）しかし英国の農場はドイツなどの国と比較すると，おしなべて格段に広
かった（Clapham, E.H., vol.1,  pp.110-111）。1851 年のイングランドとウェー
ルズの農場面積平均値は 111 エーカー，スコットランドのそれは 74 エーカー






16）Clapham, E.H., vol.2, pp.34-35. なお，B 欄の企業を個人企業と見なすこと
に関しては，労働者を雇用している企業（C 欄）の雇用主の数も無視できな
いはずで，彼らも B 欄同様に見なすべきではないかという疑問が生じうる。
この疑問を容れた場合「総計（B ＋ D）」は C 欄の企業数合計 33,597 だけ増
加して 416,214 人となる。その場合，１企業当たりの就業者数は 8.3 人となり，
この数値はクラパムが上に挙げているセンサスの数値約 8.3 人と完全に一致
する。彼が 8.3 人を言う時の表現は eight and one-third men each であって，
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18）第２表－２では，総就業者数 382,612 人，総企業数 49,912 なので，1 企業
当たり就業者の単純平均値は 7.7 人となる。これは，72 万人統計の製造・建
築業平均就業者数 8.3 人に近い。もし 100 人以上規模の被雇用者数を 200 で
なく，もう少し高く（例えば 240 人に）設定していたら，8.3 人にはもっと
近づく。つまり，第２表－２は 72 万人統計の適切な縮図になっている。また，
この表の 100 人以上規模企業の被雇用者数を「少なくとも 200 人」としたの
も，ほぼ妥当であったことが分かる。
19）Clapham, E.H., vol.2, p.24.
20）クラパムは第３表－１で，2 万人以下の製造業を示していないが，1851
年の製造業全体の従事者数 410.9 万人（B.R.Mitchell, International Historical 
Statistics, 1998：邦訳『新編世界歴史統計（1）ヨーロッパ歴史統計　1750-












から言うのではない。     
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23）「35 人以上 49 人以下」の企業の従業員数を 25,756 人（「20-49 人規模企業」
従業員総数 51,512 人の半分）とすると，第２表－２の大企業グループの従
業員数は 214,458（25,756 ＋ 37,702 ＋ 151,000）人となり，全体 382,612 人の
56％になる。





ると 1821 年の農業家族数（ａ）は 97.9 万，商業・製造・手工業家族（ｂ）
が 135.0 万，その他家族（ｃ）が 61.2 万となっている。そのままの数値で




1821 年の第二次産業の GDP 生産力は，第一次産業に比べて，おそらく 0.72
倍より少し高かったと推定できる。しかし，第４表とはベースが異なってい


























32）Clapham, E.H., vol.1, pp.391-392.
33）ロンドン・エディンバラ間が直線距離で 533km（ほぼ東京・岡山間に等しい）





36）Clapham, E.H., vol.2, p.211.
37）ibid., vol.2, pp.70-71.
38）Clapham, E.H., vol.2, p.52.                 
39）Clapham, E.H., vol.1, p.425.
40）坂本和一「製鉄業における機械体系の確立過程－ 19 世紀中葉イギリス製
鉄業を中心にして－」（京都大学『経済論叢』第 100 巻第 2 号，1967 年）に，
この問題に関する原理と歴史的経過の双方を含む説明がある。　 
41）Clapham, E.H., vol.2, chap.3.
42）1850 年には綿工業全体で 7.1 万馬力の蒸気機関が用いられていた。工
場数合計は 1,800 だったので，1 工場当たりの蒸気機関は約 39 馬力となる
（Clapham, E.H., vol.1, pp.441-443）。
43）製鉄については，Clapham, E.H., vol.1. p.148.
44）Clapham, E.H., vol.1, pp.441-443.
45）米川伸一編『概説イギリス経済史』（有斐閣選書，1986 年）第５章 A（執筆：
1851年の英国資本主義




1986 年 6 月）も参照。
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Britain’s Capitalism in 1851
－relation to its full-scale stage－ : a cross section  
ICHINOSE Atsushi
This paper attempted to present a cross section of Britain’s economy in 
the year 1851. The cross section revealed the following facts. ①In both the 
primary and secondary industries（P.I. and S.I., respectively）, the number of 
wage-earning laborers was well above two-thirds the sector’s total workers. 
But the number of working people in S.I. was still under two times of that 
of P.I. And the capacity of S.I. as a whole to yield GDP had not reached two 
times that of total P.I.  In these respects, Britain’s economy in 1851 had not 
reached the full-scale stage of capitalistic society. ②The average number of 
laborers per enterprise was about 9 in agriculture, and about 8 in S.I.  But 
in S.I., of the 4.11 million people working in manufacturing and construction, 
nearly 40 % labored at entities which employed more than 35 people. This 
curious gap in the S.I. can be explained by the following facts: In S.I., there 
were innumerable small businesses on the one hand, and a （relatively）small 
number of textile industries on the other （the representative one being the 
cotton industry）, which employed outstandingly large numbers of laborers. 
③On the per capita capacity to yield GDP, P.I. was ahead of S.I. This can be 
accounted for by the advanced position of British agriculture which had 
been made capitalistic long before this and in which, though it may seem 
contradictory, nearly half （in number） of all farm lands was in the hands of 
occupying owners.（But this did not mean a higher wage level in agriculture. 
On the contrary, agricultural wages were lower.）. In this regard, S.I. was 
running after P.I.,which stands in stark contrast to the case of Japan after 
the Meiji Restoration. ④Basically, Britain had already completed her 
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nationwide network of railways by 1851. But due to the immaturity of steel 
making know-how, rails were made of wrought iron, not of steel. Motive 
power was still at the stage of reciprocating steam-engine, which was used 
widely in the railway, textile, and iron-manufacture industries, but relatively 
rarely in others. Moreover, turbines and internal-combustion engines would 
not come on stage until much later. As for the form of business entity, joint 
stock companies were dominant in the banking, railway, gas, and insurance 
industries, but otherwise Britain was still in the age of private firms. In 
manufacturing industries including cotton, joint stock companies were rare. 

